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舞
草
（
モ
グ
サ
）
の
語
源

舞
草

（も
ぐ
さ
）
の
語
源
は
星
座
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ギ
リ
シ
ャ

神
話
に
登
場
す
る
ペ
ガ
ス
ス
（
天
馬
）
に
乗
っ
た
ペ
ル
セ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
騎

士
が
持
っ
て
い
る
髪
の
毛
一
本
一
本
が
蛇
の
〈M
edusa

メ
ド
ゥ
サ
〉
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
メ
ド
ゥ
サ
は
ペ
ル
セ
ウ
ス
の
剣
に
よ
っ
て
斬
ら
れ
た
首

で
あ
る
（
写
真
参
照
）。

メ
ド
ゥ
サ
に
に
ら
ま
れ
る
と
石
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
魔
力
を

持
っ
て
い
る
の
で
有
名
で
あ
る
。
語
源
で
は
、「
無
意
識
の
力
」
を
意
味

し
て
い
る
。

こ
の
メ
ド
ゥ
サ
の
発
音
を
ギ
リ
シ
ャ
で
聞
く
と
〈
モ
グ
サ
〉
に
聞
こ

え
る
が
、
日
本
人
が
最
初
に
こ
の

発
音
を
聞
い
て
「
舞
草
」
と
表
記

し
た
の
は
名
訳
で
あ
る
。
発
音
は

「
メ
ド
ゥ
ー
サ
」
や
「
メ
ド
ウ
サ
」

で
も
な
く
、「
舞
草
（
モ
グ
サ
）」

と
発
音
す
る
と
ギ
リ
シ
ャ
人
で
も

直
ぐ
に
理
解
し
て
く
れ
る
。

こ
の
〈
モ
グ
サ
〉
の
由
来
を
本
稿
で
紹
介
し
、「
舞
草
」
の
語
源
と
し

て
定
着
さ
せ
た
い
。
し
か
し
、
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
更
に
東
北

で
の
刀
匠
と
蛇
を
祀
っ
た
神
社
と
の
関
係
な
ど
を
詳
細
に
実
地
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
日
本
の
神
話
を
比
較
す
る
と
、
共
通
す
る
部
分
が

少
な
く
な
い
。
ア
テ
ナ
神
を
ア
マ
テ
ラ
ス
神
に
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
を
ス
サ
ノ

オ
に
当
て
は
め
る
と
、八
つ
の
頭
を
持
つ
「
八
岐
オ
ロ
チ
」
は
「
メ
ド
ゥ
サ
」

に
該
当
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
推
理
さ
れ
る
。
岩
戸
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
話
し

は
、
メ
ド
ゥ
サ
に
睨
ま
れ
て
石
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い

か
。

そ
の
メ
ド
ゥ
サ
が
な
ぜ
人
名
や
地
名
に
な
っ
た
の
か
、
時
代
は
い
つ

か
、
刀
剣
と
の
関
わ
り
は
ど
う
か
、
と
な
る
と
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ

る
。
筆
者
の
記
憶
に
は
、
宗
近
に
関
係
す
る
神
社
に
蛇
が
祀
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

コ
ー
カ
サ
ス
の
ア
ー
リ
ヤ
ン
の
ガ
サ
ン
（
天
国
の
意
）
や
、
バ
ル
カ

リ
ア
ン
の
女
性
神
ヒ
ミ
キ
が
、
何
故
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。

ガ
サ
ン
は
現
在
コ
ー
カ
サ
ス
で
は
人
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ガ

メドゥサ石像
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〈
ア
ル
タ
イ
ル
〉
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で

「
鷲
」
の
意
味
で
あ
る
。
〈
ア
ル
タ
イ
ル
〉
は

ア
ル
タ
イ
山
脈
の
ベ
ル
ー
ハ
山
、
〈
デ
ネ
ブ
〉
は
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
の
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
、

〈
ベ
ガ
〉
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
カ
イ
ラ
ス
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

星
座
〈
夏
の
大
三
角
形
〉

も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、

一
、
ア
ル
タ
イ
ル

（
七
夕
の
彦
星
、
牽
牛
星
）
鷲
座

（
飛
ぶ
鷲
）

二
、
デ
ネ
ブ

（
白
鳥
座
の
α
星
）
天
の
川
の
上
に
翼
を
広
げ
、
北
か
ら
南
に

向
け
て
飛
ぶ
形
を
し
て
い
る
。

三
、
ベ
ガ

（
琴
座
の
α
星
ベ
ガ
）
織
姫

（
落
ち
る
鷲
）

世
界
の
宗
教
は
、
こ
の
三
大
聖
地
を
中
心
に
発
生
し
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
そ
の
思
想
は
、
当
然
な
が
ら
日
本
に
も
及
ん
で
い
る
。

ア
ル
タ
イ
山
脈
周
辺
で
は
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
が
発
生
し
、
そ
れ
が
南
下
し
て
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
横
切
り
チ
ベ
ッ
ト
を
経
て

イ
ン
ド
に
流
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
チ

ベ
ッ
ト
で
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

（
真
言
密

教
）
が
発
生
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
周

辺
で
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
発
生
し
た
。

こ
れ
が

〈
ベ
ガ
座
〉
で
あ
る
。

サ
ン
が
五
家
伝
の
技
術
を
有
す
る
刀
剣
鍛
冶
と
し
て
日
本
に
移
住
し
た
の

は
い
つ
頃
だ
ろ
う
か
。
メ
ド
ゥ
サ
は
ス
キ
タ
イ
の
一
つ
の
神
様
で
も
あ
る

が
、
ス
キ
タ
イ
の
メ
ド
ゥ
サ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
メ
ド
ゥ
サ
と
少
し
異
な
り
、

日
本
の
八
岐
大
蛇
に
酷
似
し
て
い
る
。
ス
キ
タ
イ
が
何
故
日
本
に
渡
来
し

た
の
か
、
ス
キ
タ
イ
で
は
な
く
バ
ル
カ
リ
ア
ン
（
ア
ー
リ
ヤ
ン
の
子
孫
）

で
は
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
具
合
に
疑
問
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
。
特
に
舞

草
と
バ
ル
カ
リ
ア
ン
、
ス
キ
タ
イ
の
関
係
は
非
常
に
興
味
あ
る
課
題
で
あ

る
。

モ
グ
サ
（
メ
ド
ゥ
サ
）
の
由
来
を
研
究
す
る
と
、
世
界
中
の
宗
教
の

発
生
の
由
来
に
た
ど
り
着
き
、
そ
の
思
想
の
壮
大
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

世
界
地
図
を
広
げ
て
こ
の
論
文
を
検
証
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

世
界
の
三
大
聖
地
と
星
座
〈
夏
の
大
三
角
形
〉

世
界
の
三
大
聖
地

（
ア
ル
タ
イ
山
脈
、
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
）

は

〈
シ
ャ
ン
バ
ラ
〉
（
地
下
世
界
、
黄
泉
の
国
、
天
国
）
で
結
ば
れ
て
い
て

（
次

頁
イ
ラ
ス
ト
参
照
）
、

そ
れ
は
三
つ
の
星
座
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。

つ
ま
り
世

界

の

三
大
聖
地
は

〈
夏
の

大
三
角
形
〉
と
呼
ば

れ
る
星
座
ア
ル
タ
イ
ル

（
わ
し
座
）
、
デ
ネ
ブ

（
白
鳥
座
）
、
ベ
ガ

（
琴

座
）
の
三
角
形
を
意

味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈夏の大三角形〉星座アルタイル、デネブ、ベガの位
置が三角形をなす

　　　　「宇宙ー星と観測」P.91（小学館 199 年 6 月 20
日発行）
白鳥座

アルタイル・わし座
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ヒマラヤ
△

△

△
ネパール

アルタイ山脈
エルブルース山
コーカサス山脈

シルクロード

西安→韓国→京都

草原ルート

シャンバラ
ア・シャンバラ
（アッシリア）

シャンバラ思想

シ
ャ
ン
バ
ラ

（
地
下
道
）

黄
泉
の
国

神道

仏教

シャーマニズム

ヒンドゥー教

キリスト教

イスラム教

ユダヤ教
ハザール国

エジプト

宗教の発生と神話

太陽神

ギリシャ神話

惑星思想

宇宙観

アルタイ =鷲

草
原
ル
ー
ト
を
経
て
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
に
至
る
と
、
最
高
峰
エ
ル
ブ
ル
ー
ス

山
で
は
神
道
が
発
生
し
た
。
天
孫
降
臨
説
は
こ
こ
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
根
元
を
も
存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る

（
カ
フ
カ
ス

考
古
学
研
究
所
）
。
日
本
神
道
は
こ
の
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
か
ら
渡
来
し
た
も
の
に
間

違
い
な
い
。

原
始
宗
教
の
発
生
と
伝
播

宗
教
が
発
生
し
た
順
路
と
そ
の
概
略
は
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
。

一
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム

（
シ
ベ
リ
ヤ
→
イ
ン
ド
）
：

	

原
始
的
な
太
陽
信
仰
を
中
心
に
、
北
極
星
と
巨
木
を
結
ぶ
線
を
中
心
に

世
界
が
回
る
と
い
う
思
想
や
、
星
座
と
神
話
が
生
ま
れ
た
、
山
岳
信
仰

が
開
始
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
観
と
輪
廻
思
想
を
も
つ
。

二
、
神
道
：
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
踏
襲
：
星
座
と
神
話
、
自
然
崇
拝
、
山
岳
信
仰
、

天
孫
降
臨
思
想
っ
を
も
つ
。
カ
フ
カ

ス
で
は
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
自
体
を
シ
ャ

ン
バ
ラ
と
呼
ぶ
。
ガ
サ
ン

（
ア
ー

リ
ヤ
ン
の
信
仰
す
る

「
天
国
」
）
が
人
名
と
な
っ
た
。
ヒ
ミ
キ
は
バ
ル
カ
リ
ア

ン
の
女
性
神
、
戦
争
の
神
様
。
バ
ル
カ
リ
ア
ン
の
神
話
：
月
の
雫

（
ミ
ル
ク
）

か
ら
海
が
発
生
。

三
、
太
陽
信
仰
：

（
エ
ジ
プ
ト
な
ど
）
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
二
つ
の
星
の
光
を
導
入

星座を表す石 . この石の間から特殊なエネル
ギーを発する草の生えない場所（女性器）に入
る .

アルタイの重要な九つの山が太鼓に
入っている事を説明するシャマン
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エ
ル
ブ
ル
ー
ス
山
周
辺
で
発

生
し
た
ア
ー
リ
ヤ
ン
の
技
術

（
金

銀
銅
鉄
）
は
、
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
周

辺
の
バ
ル
カ
リ
ア
ン
・
カ
バ
ル
デ
ィ

ニ
ア
ン
、
ス
キ
タ
イ

（Sc
k
ith

a
i

）

に
伝
わ
り
、
彼
ら
は
エ
ジ
プ
ト
に

向
か
っ
て
南
下
し
、
ロ
ー
マ
ン
の
バ

ク
ト
リ
ア
ンB

a
c
h
tria

n

（
ト
ラ

キ
ア
ンT

ra
k
ia

n

、
フ
ェ
ニ
キ
ア
ン

F
en

ikian

）
に
伝
わ
っ
た
。
ア
キ
ナ

ケ
ス
青
銅
剣
を
最
初
に
鉄
器
に
し
た
の
は
ス
キ
タ
イ

（Sck
ith

ai

）
で
あ
る
。
し

か
し
、
フ
ェ
ニ
ア
キ
ア
ン
は
交
易
が
巧
み
で
あ
っ
た
た
め
、
難
し
い
エ
ジ
プ
ト
文
字

や
ギ
リ
シ
ャ
文
字
な
ど
を
使
わ
ず
に
ロ
ー
マ
字
を
作
り
出
し
交
易
に
使
っ
た
の

で
、
そ
の
交
易
範
囲
は
広
が
り
地
中
海
周
辺
を
網
羅
し
た
。
例
え
ば
、
古
代

エ
ジ
プ
ト
王
フ
ァ
ラ
オ
が
ス
キ
タ
イ
が
自
由
に
管
理
し
始
め
た
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ

ス
港
を
巡
る
利
権
を
奪
回
し
よ
う
と
し
た
カ
デ
シ
ュ
の
戦
い
で
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
ン

の
作
っ
た
鉄
剣
や
戦
車
等
が
使
わ
れ
た
。
こ
こ
で
使
わ
れ
た
鉄
器
に
は
焼
き
が

施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
製
造
し
た
場
所
は
現
在
の
ス
ペ
イ
ン
南
部
の
メ
リ
ダ
辺
り

で
あ
る
。
こ
の
戦
争
は
な
か
な
か
決
着
が
つ
か
ず
結
局
和
解
す
る
こ
と
と
な
っ

た
と
粘
土
版
に
記
述
が
残
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
冶
金
技
術
は
古
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
古
と
言
わ
れ
る
バ
ク
ト
リ
ア

ン
の
金
製
品
出
土
品
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
紀
元

前
五
千
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
バ
ク
ト
リ
ア
ン

（
ア
ジ
ア
西
部
のO

x
u
x

川
とH

in
d
u
 K

u
sh

山
脈
と
の
間
に
あ
っ
た
古
国
）
（
研
究
社

『NE
W

 E
N

G
L

IS
H

-
JA

P
A

N
E

S
E
 

D
IC

T
IO

N
A

R
Y

』
参
照
）
の
製
品
は
、
交
易
に
よ
っ
て
広
範
囲
に
取
引
さ
れ
た
。

お
そ
ら
く
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
帝
国
が
使
用
し
た
鉄
器
も
バ
ク
ト
リ
ア
ン
の
製
品
で
あ

し
て
交
合
し
〈
星
の
王
子
〉を
誕
生
（
天
孫
降
臨
説
）
。
神
話
の
共
有
は
、
ア
ー

リ
ヤ
ン

（
子
孫
バ
ル
カ
リ
ア
ン
）
→
ス
キ
タ
イ
→
ア
ラ
ブ
諸
国
→
エ
ジ
プ
ト
→

ア
フ
リ
カ
→
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
は
世
界
中
に

伝
播
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
人
間
の
誕
生
：
大
地
と
海
が
合
体
し
男
女

２
神
が
誕
生
し
、
そ
こ
か
ら
人
間
の
祖
先
が
生
ま
れ
た
。

四
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
：
釈
迦
如
来
、
大
日
如
来
信
仰
。
密
教
的

（
男
女
交
合
）

思
想
。
日
本
で
は
真
言
密
教
と
し
て
普
及
し
て
い
る
。

五
、
キ
リ
ス
ト
教
：
愛
。
太
陽
よ
り
も
真
理
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
思
想
。

六
、
イ
ス
ラ
ム
教
：
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ
ス
ト
教
と
同
様
に
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
宗
教
の

系
譜
に
連
な
る
唯
一
神
教
。
唯
一
絶
対
神

（
ア
ッ
ラ
ー
フ
）
を
信
仰

七
、
道
教
：
玄
武
神

（
北
極
星
）
信
仰
。
イ
ン
ド
の
宇
宙
観
や
四
神
相
応
思

想
が
中
国
に
渡
来
し
て
始
ま
っ
た
。
平
安
時
代
に
日
本
に
伝
播
し
、
陰
陽

思
想
が
普
及
し
た
。

こ
の
頃
、
日
本
の
武
士
道
の
根
元
と
な
っ
た
兵
法

「
三
略
」
（
前
漢
時
代

の
始
ま
り
に
漢
の
武
将
に
与
え
ら
れ
た
戦
略
）
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
朝

廷
に
使
え
て
い
た
大
江
家
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
こ
こ
か
ら
武
士
道

が
一
般
化
し
た
。

宗
教
と
冶
金
（
金
、
青
銅
、
鉄
）
の
関
係

宗
教
の
発
生
と
冶
金
、
鋳
造
技
術
の
伝
搬
経
路
と
の
関
係
は
、
決
し
て

無
関
係
で
は
な
い
。
ア
ル
タ
イ
山
脈
の
ベ
ル
ー
ハ
、
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
の
エ
ル
ブ
ル
ー

ス
、
チ
ベ
ッ
ト
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
世
界
有
数
の
鉱
山
で
あ
る
。
ア
ル
タ
イ
は
約
七
種

類
の
鉱
物
が
採
取
で
き
る
。
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
は
鉄
の
他
に
ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ
ム
、
マ

ン
ガ
ン
が
採
掘
さ
れ
る
の
で
、
ダ
マ
ス
カ
ス
刀
発
達
の
元
と
な
っ
た
。
日
本
の
加

賀
白
山
神
社
に
は
、
「
三
種
の
鉄
」
と
い
う
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
意
味

不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ
ム
、
モ
リ
ブ
デ
ン
の
こ
と
に
相

違
な
い
。

アルタイ山脈最高峰ベルーハ。世界有
数の鉱山である
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ろ
う
。し

か
し
フ
ェ
ニ
キ
ア
ン
の
み
な
ら
ず
、
ス
キ
タ
イ
の
交
易
範
囲
も
広
範
囲
で

あ
っ
た
。
ス
キ
タ
イ
は
ダ
マ
ス
カ
ス

港
か
ら
大
き
な
船
を
漕
ぎ
だ
し

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ス
キ
タ
イ
が
使
用
し
た
金

は
チ
ベ
ッ
ト
で
産
出
さ
れ
た
物
な

ど
、
二
種
類
有
る
ら
し
い

（
ジ
ェ

レ
ミ
ー
談
）
。
つ
ま
り
、
ス
キ
タ

イ
は
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
か
ら
シ
ャ
ン

バ
ラ
ル
ー
ト
を
通
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
、

ネ
パ
ー
ル
、
ア
ル
タ
イ
山
脈
を

踏
破
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
に
渡
来
し
た
ル
ー
ト
は
、

お
そ
ら
く
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

経
由
し
た
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
冶
金
技
術
は
神
話

や
宗
教
文
化
と
共
に
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
伝
わ
り
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
中

国

（
殷
）
に
伝
わ
り
、
朝
鮮

半
島
、
そ
し
て
我
が
国
に
も

到
達
し
た
の
で
あ
る
。

ス
キ
タ
イ
自
身
が
日
本
へ

や
っ
て
来
た
事
は
十
分
考
え

ら
れ
る
が
、
最
も
可
能
性
が

高
い
の
は
ア
ー
リ
ヤ
ン
の
子
孫

バ
ル
カ
リ
ア
ン
で
あ
る
。

バ
ル
カ
リ
ア
ン
と
ス
キ
タ
イ
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
文
化
を
共
有
し
て
い
る
。
ス
キ

タ
イ
も
メ
ド
ゥ
サ
を
信
仰
し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
の
蛇
は
元
の
胴
体
か
ら
七
個

の
胴
体
が
枝
分
か
れ
し
て
い
て
、
日
本
の
神
話
に
登
場
す
る

「
八
岐
大
蛇
」
の

姿
を
し
て
い
る
。
な
ぜ
ギ
リ
シ
ャ
と
異
な
る
の
か
そ
の
理
由
は
判
ら
な
い
。

朝
鮮
半
島
の
高
句
麗
は
、
ア
ー
リ
ヤ
ン
の
末
孫
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
鉄

生
産
技
術
は
農
耕
民
族
〝
新
羅
〟
に
伝
わ
り
、
更
に
は
〝
百
済
〟
で
は
中
国

系
文
化
が
合
流
し
、
我
が
国
に
移
入
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
は
か

な
り
誤
っ
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
の
神
話
に
は
、
星
座
に
関
す
る

祭
り
事

（
熊
祭
り
、
七
夕
祭
り
な
ど
）
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
神

社
仏
閣
に
は
幾
つ
か
の
系
統
が
あ
る
が
、
道
教
と
い
う
名
称
は
使
わ
れ
な
か
っ

た
。
中
国
で
発
展
し
た
四
神
相
応
の
影
響
を
最
も
受
け
て
い
る
の
は
北
向
き
庚

申
堂
で
あ
る
。
白
山
神
社
は
コ
ー
カ
サ
ス
系
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
冶
金
技

術
と
宗
教
は
一
体
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
神
話

日
本
の
刀
剣
に
関
す
る
神
話
に
は
、
出
雲
神
話
に
登
場
す
る
八
岐
大
蛇

伝
説
が
あ
る
。

神
話
で
は
、
ス
サ
ノ
オ
が
高
天
原
の
宮
中
に
糞
尿
を
ま
き
散
ら
す
な
ど
悪

行
を
し
た
為
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
怒
っ
て
ス
サ
ノ
オ
を
追
放
し
た
が
、
そ
の
悪
行
を

恐
れ
て
天
の
岩
戸
の
中
に
ア
マ
テ
ラ
ス
は
隠
れ
て
し
ま
い
、
世
の
中
が
真
っ
暗
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
天
の
岩
戸
は
タ
ジ
カ
ラ
オ
の
力
で
開
け
ら
れ
た
。

一
方
ス
サ
ノ
オ
が
放
浪
中
に
泣
い
て
い
る
夫
婦
に
出
会
い
、
そ
の
訳
を
尋

ね
る
と
毎
年
、
そ
の
夫
婦
の
八
人
の
娘
を
一
人
づ
つ
食
べ
に
く
る
八
岐
大
蛇
が

そ
ろ
そ
ろ
や
っ
て
来
る
頃
な
の
で
泣
い
て
い
る
と
い
う
話
し
を
聞
き
、
「
そ
の
娘

（ク
シ
ナ
ダ
姫
）
と
結
婚
さ
せ
て
く
れ
れ
ば
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
て
上
げ
よ
う
」

スキタイが交易に使用した船（メリダ博物館で
筆者撮影。原画はロシアのエルミタージュ博物
館が所蔵）

胴体が八個ある八岐大蛇と同様のスキタイのメドゥサ
（メリダ博物館で筆者撮影）
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何
故
な
ら
日
本
の
製
鉄
の
歴
史
で
は
、
秋
田
県
で
９
世
紀
頃
に
は
か
な
り
大

き
な
縦
型
炉
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
神
話
の
論
点
を
上
げ
る
と
、
（
一
）
切
り
刻
ま
れ
た
八
岐
大
蛇
か

ら
名
剣
が
取
り
出
さ
れ
た
、
（
二
）
雨
の
岩
戸
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
隠
れ
て
し
ま
っ

た
、
（
三
）
ス
サ
ノ
オ
と
ク
シ
ナ
ダ
姫
と
の
結
婚
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
ほ

ぼ
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
共
通
す
る
。

日
本
神
話
に
つ
い
て
の
理
解

筆
者
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
刀
剣
製
作
の
技
術
を
持
っ
た
渡
来
人
が
大
陸

か
ら
や
っ
て
来
て
日
本
の
現
地
人
と
結
婚
し
、
そ
の
刀
剣
を
支
配
者
に
献
上
し

た
、
と
考
え
る
。
渡
来
人
は
星
座
と
神
話
を
日
本
人
に
伝
え
た
が
現
実
と
混

同
し
て
一
般
化
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
る
と
、
そ
の
渡
来

人
は
何
ら
か
の
理
由
で
更
に
北
上
し
、
東
北
地
方
で
舞
草
刀
を
作
り
、
舞
草

と
い
う
地
名
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
住
む
人
が
舞
草
姓
を
名
乗
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
仮
説
を
た
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
路
を
辿
っ
て
日
本
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
考
え
る
と
、
武
器
を
持
っ
た
紀
元
前
の
渡
来
人
、
紀
元
後
の
渡
来
人
、

製
錬
技
術
を
も
っ
た
渡
来
人
な
ど
様
々
な
仮
説
が
で
て
く
る
が
、
蛇
信
仰
と

結
び
つ
け
る
と
、
か
な
り
そ
の
範
囲
が
狭
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
中
の
メ
ド
ゥ
サ

美
し
い
三
人
の
娘
姉
妹
コ
ル
ゴ
ネ
ス
（Go

rgo
n
es

）
が
ア
テ
ナ
神
に
仕
え
て

い
た
。
そ
の
中
の
一
人
は
メ
ド
サ
（Med

u
sa

）
と
い
い
、
ア
テ
ナ
神
の
巫
女
で
あ
っ

た
。
ア
テ
ナ
も
非
常
に
愛
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ホ
セ
イ
ド
ン
が
メ
ド
サ
を
見
初

め
て
愛
す
る
よ
う
に
な
り
、
神
殿
で
二
人
が
セ
ッ
ク
ス
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

ア
テ
ナ
神
が
嫉
妬
し
怒
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
メ
ド
サ
を
生
き
た
蛇
が
髪
の
毛

の
よ
う
に
住
み
着
い
た
頭
に
変
え
、
醜
い
顔
の
女
に
し
て
し
ま
っ
た
。
メ
ド
サ
は

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
親
に
強
い
酒
を
作
ら
せ
、
や
っ
て
来
た
八
岐
大
蛇

に
飲
ま
せ
て
酔
わ
せ
、
眠
っ
て
い
る
隙
に
八
つ
裂　

き
に
切
り
刻
ん
で
退
治
し
た

と
こ
ろ
、
体
内
か
ら
立
派
な
剣
が
出
て
来
た
の
で
、
そ
れ
を
ア
マ
テ
ラ
ス
に
献

上
し
た
。
そ
の
剣
が
後
に
天
皇
家
の
三
種
の
神
器
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
う
粗

筋
で
あ
る
。

こ
の
神
話
か
ら
、
出
雲
地
方
を
タ
タ
ラ
製
鉄
を
始
め
た
原
点
と
考
え
る
説
も

あ
る
が
、
タ
タ
ラ
製
鉄
は
近
世
の
歴
史
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
製
錬
炉

が
神
話
時
代
に
突
如
と
し
て
作
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
神
話
に
は

「
剣
」
が
出
て
く
る
の
で
、
小
さ
な
炉
で
製
錬
を
行
っ
て
剣
を
作
っ
た
可
能
性
は

当
然
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
技
術
は
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
世
の
タ
タ
ラ
製
鉄
は
直
接
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
後
世

の
タ
タ
ラ
製
鉄
は
、
大
型
化
し
た
蒙
古
軍
タ
タ
ー
ル
か
ら
の
伝
播
と
考
え
た
方

が
よ
い
。
筆
者
の
推
定
で
は
、
日
本
で
製
錬
が
始
ま
っ
た
初
期
は
土
器
製
錬
を

行
い
、
や
が
て
縦
型
炉
や
、
箱
形
タ
タ
ラ
炉
へと
推
移
し
て
い
っ
た
筈
だ
。
土

器
製
錬
は
北
海
道
北
部
に
ま
で
到
達
し
た
。
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
で
の
土
器
を
使
っ

た
鉄
製
錬
は
、
紀
元
前
一
世
紀
の
み

で
あ
る
が
、
日
本
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
式

文
化
期

（
三
〜
七
世
紀
頃
）
ま
で
使

用
さ
れ
た
。

八
岐
大
蛇
は
退
治
さ
れ
て
し
ま

い
、
も
う
こ
の
世
か
ら
消
え
去
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
技
術
は
北

上
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

出
雲
地
方
で
は
土
器
製
錬
は
長
く
は

続
か
ず
、
粘
土
製
の
炉
に
よ
る
砂
鉄

製
錬
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ギリシャ考古学博物館に展示されているメ
ドゥサ（楯の中央）



7

醜
い
顔
で
人
を
睨
み
つ
け
る
よ
う
な
っ
た
の
で
、
皆
が
メ
ド
サ
を
嫌
い
殺
そ
う
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
メ
ド
サ
が
睨
む
と
睨
ま
れ
た
人
は
皆
な
化
石

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
な
か
な
か
殺
す
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
ア
テ
ナ
が
ペ
ル
セ
ア
ス
に
翼
と
足
に
小
さ
な
翼
を
付
け
早
く
飛
ぶ
よ

う
に
し
、
誰
か
ら
も
姿
が
見
え
な
い
よ
う
に
楯
を
与
え
、
メ
ド
サ
に
近
づ
い
て

殺
す
よ
う
に
命
じ
た
。
ペ
ル
セ
ア
ス
は
盾
を
つ
け
て
身
を
隠
し
、
見
え
な
い
よ
う

に
し
て
メ
ド
サ
に
近
づ
い
て
剣
で
首
を
き
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
斬
っ
た
首
を
兵

士
に
見
せ
た
と
こ
ろ
兵
士
全
員
が
化
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ペ
ル
セ
ア
ス
は
メ

ド
サ
の
首
を
持
っ
て
天
上
に
上
が
り
、
ペ
ガ
ス
ス
座
に
な
っ
た
。

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
神
話

小
学
生
の
参
考
書

「
宇
宙
／
星
と
観
測
」
（
小
学
館
学
習
百
科
図
鑑

一
〇
一
頁
）
に
よ
る
と
、
メ
ド
ウ
サ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

石
に
な
っ
た
化
け
ク
ジ
ラ
’

カ
シ
オ
ペ
ヤ
は
エ
チ
オ
ピ
ア
王
ケ
フ
ェ
ウ
ス
の
お
妃
で
し
た
。
二
人
の
間
に
は

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
と
い
う
美
し
い
娘
が
お
り
ま
し
た
。
カ
シ
オ
ペ
ヤ
は
大
変
傲
慢
で
、

自
分
の
美
し
さ
を
鼻
に
か
け
、
「
海
に
住
む
ど
ん
な
美
し
い
女
神
で
も
、
私
の

美
し
さ
に
、
か
な
う
は
ず
が
な
い
。
」
と
い
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
海
神
の
耳
に
入
り
、
海
神
を
怒
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
陸
に
は
津
波
が
何
回
と
な
く
お
し
よ
せ
、
海
に
は
怪
物
が
あ
ば
れ

だ
し
て
、
人
々
を
大
変
困
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

驚
い
た
ケ
フ
ェ
ウ
ス
王
は
、
神
様
に
お
伺
い
を
た
て
た
と
こ
ろ
、
カ
シ
オ
ペ
ヤ

が
、
海
の
女
神
た
ち
を
馬
鹿
に
し
た
か
ら
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
「
海
の
女
神

た
ち
を
な
だ
め
る
に
は
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
を
、
海
怪
物
の
い
け
に
え
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
」
と
、
神
の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

可
哀
想
に
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
姫
は
、
人
々
を
救
う
た
め
に
、
海
岸
の
岩
に
く

さ
り
で
つ
な
が
れ
ま
し
た
。
沖
か
ら
き
み
の
悪
い
化
け
ク
ジ
ラ
が
、
ガ
バ
ッ
ガ
バ
ッ

と
波
を
押
し
分
け
て
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
勇
士
ペ
ル
セ
ウ
ス
が
空
を
飛
ぶ
馬
ペ
ガ
ス
ス
に
乗
っ
て
、

通
り
が
か
り
ま
し
た
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
は
ア
ル
ゴ
ス
国
の
王
子
で
す
。
メ
ド
ウ
サ
と
い
う
化
け
物
退
治

に
で
か
け
、
い
ま
、
そ
の
帰
り
道
で
し
た
。
メ
ド
ウ
サ
は
髪
の
毛
が
一
本
一
本

が
蛇
で
、
口
か
ら
火
を
吹
い
て
い
る
、
恐
ろ
し
い
魔
女
で
す
。
そ
の
顔
を
一
目

で
も
み
た
も
の
は
、
た
ち
ま
ち
石
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ペ
ル
セ
ウ
ス
は
か
が

み
の
よ
う
に
輝
く
楯
を
持
ち
、
メ
ド
ウ
サ
の
姿
を
楯
に
写
し
て
退
治
し
た
の
で

し
た
。岩

に
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
姫
を
見
つ
け
る
と
、
ペ
ル
セ
ウ
ス

は
馬
か
ら
お
り
ま
し
た
。

化
け
ク
ジ
ラ
が
姫
を
ひ
と
の
み
に
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
は
腰

に
付
け
た
革
袋
の
中
か
ら
メ
ド
ウ
サ
の
首
を
と
り
だ
し
、
自
分
は
後
ろ
向
き
に

な
っ
て
、
化
け
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
に
つ
き
出
し
ま
し
た
。

メ
ド
ウ
サ
は
、
死
ん
で
も
魔
力
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
メ
ド
ウ
サ
の
首
を
み

た
化
け
ク
ジ
ラ
は
、
そ
の
ま
ま
石
に
な
っ
て
、
ゴ
ホ
ッ
ゴ
ホ
ッ
と
沈
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。こ

う
し
て
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
姫
は
助
か
り
ま
し
た
。
ペ
ル
セ
ウ
ス
と
ア
ン
ド
ロ
メ

ダ
姫
は
結
婚
し
、
め
で
た
し
め
で
た
し
と
な
っ
た
の
で
す
。
」

日
本
の
神
話
と
の
共
通
性

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
原
型
は
ア
ラ
ビ
ア
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
そ
れ
が
ギ
リ
シ
ャ

に
入
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
で
は
多
数
の
神
殿
が
作
ら
れ
、
シ
ャ
マ

ニ
ズ
ム
的
世
界
観
が
更
に
発
展
し
、
宇
宙
の
星
の
動
き
を
観
測
し
て
正
確
な
時

計
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

星
座
に
ま
つ
わ
る
話
し
は
、
手
の
届
か
な
い
天
界
の
神
の
動
向
と
し
て
創

作
さ
れ
た
、
い
わ
ば
お
と
ぎ
話
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
考
え
ら
れ
て
神
殿
と
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共
に
発
達
し
て
有
名
に
な
り
、
世
界
中
に
伝
播
し
た
。
日
本
に
伝
わ
っ
た
星

座
に
ま
つ
わ
る
神
話
で
は
、
夏
の
大
三
角
形
は
七
夕
祭
り

（
天
の
川
の
両
岸
の

織
り
姫
、
彦
星
が
出
会
う
日
）
と
し
て
一
般
化
し
て
い
る
。

出
雲
神
話
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
比
較
す
る
と
、
神
々
の
名
称
や
ス
ト
ー

リ
ー
は
多
少
異
な
っ
て
い
る
が
、
大
筋
で
は
共
通
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。

名
称
を
置
き
換
え
る
と
そ
の
共
通
性
が
で
て
く
る
。

ア
マ
テ
ラ
ス
…
ア
テ
ナ
ス

高
天
原
の
宮
…
ア
テ
ネ
神
殿
ま
た
は
天
界

ス
サ
ノ
オ
…
ペ
ル
セ
ウ
ス

八
岐
大
蛇
…
メ
ド
ゥ
サ

（
モ
グ
サ
）

八
人
の
娘
の
一
人
…
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
姫

三
種
の
神
器
の
剣
…
ペ
ル
セ
ウ
ス
の
剣

ス
ト
ー
リ
ー
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
神
殿
の
中
で
の
セ
ッ
ク
ス
を
悪

行
と
し
て
怒
り
メ
ド
サ
を
殺
す
こ
と
に
な
る
が
、
日
本
の
神
話
で
は
ス
サ
ノ
オ

の
糞
尿
を
巻
き
散
ら
す
な
ど
の
狼
藉
を
し
た
為
に
追
放
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

戦
争
に
使
わ
れ
た
メ
ド
ゥ
サ

ア
テ
ナ
は
メ
ド
サ
の
顔
を
盾
の
中
に

と
り
入
れ
て
戦
争
の
相
手
を
威
嚇
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
大
き
な

（
サ
ム
ラ

イ
の
チ
ョ
ン
マ
ゲ
風
の
）
ヘ
ア
ー

〈
ペ
リ
ケ

フ
ァ
レ
ア
〉
を
兵
士
の
頭
の
上
に
付
け
て

大
き
な
人
間
だ
と
思
わ
せ
て
相
手
を
威

嚇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
ロ
ー
マ

や
ギ
リ
シ
ャ
軍
の
兵
士
の
頭
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

（
チ
ョ
ン
マ
ゲ
）

ヘ
ア
は
後
に
十
五
世
紀
の
コ
ザ
ッ
ク
兵
に
も
普
及
し
た
。
日
本
の
サ
ム
ラ
イ
の
チ
ョ

ン
マ
ゲ
も
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
兵
士
の
ア
マ
ゾ
ン
も

使
っ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
は
ギ
リ
シ
ャ
で

始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
「
ア
テ
ナ
」
は
リ
ビ
ヤ
か
ら
や
っ
て
来
た
言
葉
だ
が
、
エ

ジ
プ
ト
や
イ
ン
ド
の
影
響
も
受
け
て
い
る
と
い
う
。
「
メ
ド
ゥ
サ
」
は
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
で
は

「
メ
ン
ツ
ゥ
ハ
」
、
エ
ジ
プ
ト
語
で
は

「
マ
ア
ー
ト
」
と
い
う
が
、

ギ
リ
シ
ャ
語
の
メ
ド
サ
の
発
音
が
、
日
本
の
モ
グ
サ
の
発
音
に
最
も
近
い
。

ギ
リ
シ
ャ
で
は
シ
ベ
リ
ヤ
で
発
生
し
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
宇
宙
観
が
現
実

的
な
天
文
学
と
な
り
、
宇
宙
観
察
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ベ
リ
ヤ
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
で
は
、
北
極
星
と
街
の
中
央
に
立
て
た
大
き
な
柱

を
中
心
に
世
界
が
回
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
，
ギ
リ
シ
ャ
に
も
同
じ
考
え
が
伝

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
柱
を
マ
ン
デ
ィ
ア
と
い
い
、A

lacab
ac 

（
臍
）
と
い
う
意
味
が

有
る
と
い
う
。
日
本
の

「
ア
ラ
ハ
バ
キ
」
の
言
葉
が
こ
こ
に
も
表
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
神
社
に
は
必
ず

〈
要
石
〉
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
柱
を
立

て
る
大
地
の
中
心
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
御
柱
祭
り
も
そ
れ
に

似
た
意
味
が
必
ず
や
有
る
と
思
わ
れ
る
。

東
北
地
方
の
蛇
信
仰
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
詳
細
を
調
べ
て
い
な
い
の
で
，
写

真
や
情
報
が
得
ら
れ
れ
ば
、
逐
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
大
地
と
海
が
合
体
し
男
性
と
女
性
を
生
ん
だ
。
そ

の
男
性
と
女
性
が
三
人
の
ゴ
ル
ゴ
ネ
スG

o
rgo

n
es

を
生
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
中

の
一
人
が
メ
ド
ゥ
サ
で
あ
る
。
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は

「
ゴ
ル
ゴ
ネ

・
メ
ド
ゥ
サ
」
と

い
う
）
。M

ed
u
sa

の
意
味
は
ク
ィ
ー
ン
（
妃
）
。
そ
の
名
の
語
源
はm

ed
o
u
sa

（
女

支
配
者
、
女
王
）
で
あ
る
。
ゴ
ル
ゴ
ネ
ス
は
ゴ
ベ
ル
ノ
スcap

tain

の
意
味
が
あ
る
。

メドゥサを中央にいれた楯（アテネ考古
学博物館、筆者撮影）
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メ
ド
ゥ
サ
はcu

n
n
in

g, crafty, w
ily, artfu

l

の
意
味
も
あ
り
、
無
意
識
の
力

を
意
味
し
て
い
る
。

「
ア
テ
ナ
」
の
意
味
はin

trigu
er

（
陰
謀
を
企
て
る
人
）
、p

lo
tter

（
陰
謀

者
）w

ire-
p
u
ller

（
陰
で
糸
を
引
く
人
）
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。

舞
草
鍛
冶
と
白
山
信
仰

鎮
守
府
将
軍
、
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
父
頼
義
が
安
倍
氏
と
戦
っ
た
前

九
年
の
役

（
平
安
時
代
後
期
）
で
は
安
倍
氏
が
滅
び
、
清
原
氏
が
東
北
の
覇

者
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
後
三
年
の
役
以
後
は
、
東
北
地
方
に
覇
を
唱
え
て
い

た
清
原
氏
が
消
滅
し
、
奥
州
藤
原
氏
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
舞
草
鍛

冶
集
団
が
最
も
活
躍
し
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
。
奥
州
藤
原
氏
が
三
代
で

滅
び
た
後
は
、
舞
草
鍛
冶
集
団
は
鎌
倉
や
各
地
に
移
配
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
舞
草
鍛
冶
が
白
山
信
仰

（
山
岳
信
仰
、
修
験
道
）
と
む

す
び
つ
い
て
い
た
こ
と
は
、
度
々
論
じ
ら
れ
て
来
た
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
こ

こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
舞
草
鍛
冶
の
刀
剣
制
作
技
術
は
、

突
如
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
南
か
ら
徐
々
に
伝
わ
っ

て
来
た
技
術
が
向
上
し
て
い
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
影
に
は
、
バ
ル
カ

リ
ア
ン
の
影
響
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

山
岳
信
仰
と
し
て
の
白
山
信
仰
は
古
く
、
日
本
の
神
話
が
記
録
さ
れ
る

以
前
に
バ
ル
カ
リ
ア
ン

（
あ
る
い
は
ス
キ
タ
イ
）
が
渡
来
し
、
言
語
や
神
道
、

星
座
を
元
に
し
た
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
先
住
民
族
に
伝
え
て
い
た
と
筆
者
は
考
え

る
。
バ
ル
カ
リ
ア
ン
は
日
本
中
を
渡
り
歩
き
、
各
地
に
そ
の
地
名

（
「
尻
」
の
つ

く
地
名
）
を
残
し
て
い
る
。
神
社
が
大
形
化
し
た
の
は
後
世
の
こ
と
で
あ
る
。

ス
キ
タ
イ
は
紀
元
前
の
人
間
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は

昨
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
ス
キ
タ
イ
の
子
孫
に
巡
り
会
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
ス
キ
タ
イ
は
今
も
生
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
舞
草
鍛
冶
と
蛇
信
仰
の
関
係
を
調
査
す
べ
き
と

考
え
る
。
東
北
地
方
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
て
、
本
稿
を
終

了
し
た
い
。

（
追
記
）

ギ
リ
シ
ャ
考
古
学
博
物
館
で
、
偶
然

「
神
の
渦
巻
き
」
を
撮
影
し
た
。
「
神

の
渦
巻
き
」
は
ア
イ
ヌ
の
縫
取
衣
に
見
ら
れ
る
模
様
で
あ
る
。
こ
れ
を
幾
つ
か

の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
谷
合
浩
典
氏
が
筆
者
に
描
い
て
く
れ
た
も
の
の
中
に
、
驚

く
ほ
ど
似
通
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
お
く
。
神
の
渦

巻
き
は
韓
国
に
も
存
在
す
る

（
た
だ
し
、
四
角
で
描
か
れ
て
い
る
）
。
韓
国
の

古
い
街
並
が
保
存

さ
れ
て
い
る
所
が

あ
る
が
、
そ
こ
の

家
の
外
壁
に
描
か

れ
て
い
る
。
魔
除

け
の
意
味
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

バ
ク
ト
リ
ア
ン
、
バ

ル
カ
リ
ア
ン
、
ア
イ

ヌ
な
ど
渡
来
人
の
関

係
を
示
唆
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ギリシャ考古学博物館展示品。名称は
不明（筆者撮影）

アイヌの縫取衣をパターン化し
たその一つ


